
倉敷まきび支援学校給食室 

                １２月号 

               （令和元年 12月 3 日）  

 

9月から本校舎での授業が再開され、気づけば師走です。長かったようなあっ

という間であったような。給食を食べる表情は、以前よりやはり穏やかです。 

さて、年末年始は何かと忙しいですが、楽しい行事もありますね。冬休みをダ

ラダラと過ごさないようにおうちの方と約束を決めて過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

好き嫌いを減らしたほうが、毎日の食事がたのしいです。 
 子どもたちの中には、食べたことのないものには抵抗があったり、
においや味に敏感だったり様々な理由で嫌いな食材や料理がありま
す。少々食べられなくても栄養が偏ってしまうということはありま
せんが、あまりにも種類が多くなると心配です。また、食事がたのし
くないでしょう。 
学校給食とは集団の力で、みんなと食べていると食べられるよう

になったということもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の給食目標 

好き嫌いしないで食べよう 
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パン 牛乳 おかず（ご飯含む）

給食が再開され 3 ヶ月、久

しぶりに残量調査を実施しま

した。 

例年 11 月第 3 週を同じメ

ニューで調査しています。 

年々少なくなる傾向にあり

ますが、今年度は特に感謝の

心が育っていると考えられま

す。10％未満の残食率は、支

援学校としては優秀であると

いえ、落ち着いた学校生活が

うかがえます。 



長期のお休み明けには、体調をくずしたり体重が増えたりします。規則正しい生活

をこころがけることで、防ぐことができます。 

 

 

 


